
海外学者・研究者招致

オーストリア連邦記念物局長HansForamitti博

士，文化協定締結国等からの学者招致にもとづい

て文化庁の招きで滞日。1973年３月５Ｒ～３月２４

円受入機関である当研究所では，古建築および

町並承調査への写真測最の応用についての講演，

討論会，現地指導がおこなわれた。

Ｉ研究事業概況

公開講演・現地説明会

1.1972年６月10日第31回開所記念公開講演会

於本所

「20年のあゆ教」坪井清足

「平城宮内裏について」町田章

「歴史的都市環境の保存再開発」宮沢智士

2.1972年７月８日藤原宮跡官筒跡発掘調査現

地説明会稲田孝司。

3.1972年７月22日中山町瓦窯跡発掘調査現地

説明会工楽善通。

4.1972年９月９日平城ニュータウン瓦窯跡発

掘調査現地説明会黒崎直松下正司

5.1972年11月11日第３２回公開講演会於調査部

「飛鳥藤原宮跡の調査」猪熊兼勝。

「奈良時代の官瓦窯」工楽善通。

6.1972年12月２日阿弥陀浄土院跡発掘調査現

地説明会岡本東三・

普及事業

1．特別史跡平城宮跡資料館・覆屋特別公開

1972年４月28日～５月７日見学者4,498名

2．特別史跡平城宮跡資料館・覆屋特別公開

1972年１０月21日～11月５日見学者12,701名

3．平城宮跡見学者数

Ⅱ図書および資料（1972年度末現在）

図審25,915冊写真94,909点

1972年度文部省科学研究費補助金による研究

Ⅲ施設（1972年度）

土地911,328㎡（そのうち平城宮跡906,122㎡〕

建物

外国出張

なし

奈良国立文化財研究所要項

平城宮跡調査整備委員会

1．総会・発掘調査部会・盤備管理部会

1972年５月１２日・１３日於調査部

2．整備管理部会1972年９月25日於調査部

3．整備管理部会1972年12月141『１於調査部

インドネシア国立考古学研究所員MissHendari

Sofion，アジア文化センターの招きで来日｡1973年

２月１日～２月28日地上写真測簸および，航空

写真判読の考古学的調査研究への応用について研

修した。
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研究課題

無収産原寸撒影装置によ
る文化財基礎資料の作製

飛鳥時代墓制の研究

日本前期旧石器文化の
編年と地域性の研究

興福寺諸法会の成立と
組織の変遷

古代の曲物製作技術史的研究

古代における瓦雄産組
織の研究

縄文式時代狩猟具の研究

埴輪よりみた古墳時代土
器生産の研究

械生腹原による史跡の
修景に関する研究

類

一段研究Ａ
Ｇ

－畿職、

奨励研究Ａ

担当者

長谷川誠

猪熊兼勝

稲田孝司

加 藤 優

菅原正明

田辺征夫

西弘海

吉田恵二

藤原武二

交付金

り
０
０
０
０
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０
０
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荊
皿
加
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Ⅳ
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妬
遁
肥
妬

４１

区分

1972年度

累計

覆屋

52,127名

206,207名

資料館

29,639名

672,252名

計

81,766名

273,459名



奈良国立文化財･研究所史料

５月１卜Ｉ 庶務課課長補佐に昇任広瀬二朗・庶

務課専門職員に昇任，同平城宮跡整備

管理係長に併任栢本安臣。庶務課経

理係長に配澄換え坂口義向。庶務課

用度係長に昇任日高参夫。事務補佐

員採用中川友子，松石清子。飛鳥藤

原宮跡調査室長に配慨換え八賀晋。

文部技官に配慨換え上野邦一・今泉

隆雄・小野昭・岩本圭輔。

研究補佐員採用，徳松正広。

事務補佐員採用，寺田千鶴子。

辞職，福住八重子。

躯務補佐員採用，大坪伴子。

文化庁文化財保謹部記念物課Iこ併任

牛川喜幸。

辞職，宮本敬一，徳松正広。

文化庁文化財保護部記念物課併任解除

金子裕之。

辞職，広島県教育委員会に転任松下

正司。辞職，福井県教育委員会に転任

藤原武二・

物件費391,849千円

Ｖ研究成果刊行物

奈良国立文化財研究所学報

昭和24年法律第146号
昭和43年６月15ロー‐部改lli
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Ⅳ予算

人件費100,482千円

計492,331千円

Ⅶ組織規定

文部省設置法抜莱

第36条第43条に規定するもののほか，文化庁に

次の機関を置く。

国立文化財研究所（前後略）

第41条国立文化財研究所は，文化財に関する調

査研究，資料の作成及びその公表を行なう機関

とする。

２国立文化財研究所の名称及び位慨は，次のと

おりとする。

(学報・史料の担当者は『年報1972」を参照〕

Ⅵ人事異動

（1972年４月１日～1973年３月311｣）

４月１Ｈ京都国立博物館長に転任松下隆竜。

所長に就任内山正。考古第二調査室

長に昇任佐原真。飛鳥藤原宮跡調査

室長に併任八賀晋。考古第一･調査室

主査に任命町田輩。考古第三調査室

主査に任命工楽善通。飛鳥藤原宮跡

調査室に配置換え西村康・天田起雄。

文部技官採用金子裕之（文化庁文化

財保謹部記念物課に併任)｡研:究補佐員

採用上野邦一・今泉隆雄・小野昭・

岩本圭輔。

４Ij30u辞職，中坊ひろ美。

３国立文化財研究所には，支所を置くことがで

きる。

４国立文化財研究所及びその支所の内部組織は

文部省令で定める。

名 称

東京同立文化財研究所｜東京都

奈良阿立文化財研究所｜奈良市
Ｕ

位慨

年度

９
０
１
２
３
４
５
６
７

２
３
３
３
３
３
３
３
３

昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭

昭３８

昭４０

昭４２
昭４４
昭4６

名 称

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
皿
廻
鵡
哩
妬
聡
Ⅳ
胆
廻
加
虹

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊

仏師連慶の研究
修学院離宮の復原的研究
文化史論叢
奈良時代僧房の研究
飛鳥寺発掘調査報告
中世庭園文化史
興福寺食堂発掘調査報告
文化史論叢
川原寺発掘調査報告
平城宮跡･伝飛鳥板蓋宮跡発掘調在穣告
院家建築の研究

冊巧匠安阿弥陀仏快慶
冊寝殿造系庭園の立地的考察
冊「レース」と｢金亀舎利塔｣に関する研究
冊平城宮発掘調査報告１１官獅也域の調在
冊平城宮発掘調査報告Ⅲ内製地域の洲盗
冊平城宮発掘調査報告Ⅳ官術地域の調在２
冊小堀遠州の作事冊
冊
冊
冊

藤原氏の氏寺とその院家
名物裂の成立
研究論集Ｉ

年度

昭２９
昭３０
昭３８
昭３９
昭４１
昭４２
昭４４

昭4５

名 称

第１冊南無阿弥陀仏作善染（複製）
第２冊西大寺叡尊伝記集成
第３冊（_和寺史料寺誌編１
第４冊俊乗坊重源史料集成
第５冊平城宮木簡１
第６冊仁和寺史料寺誌編２
第５冊、喋城宮木簡１解説（別冊〉
第７冊唐招提挙史料１



化財及び工芸技術に関する調査研究を行ない’

並びにその結果の公表を行なう。

２建造物研究室においては，建造物に関する調

査研究を行ない並びにその結果の公表を行な

う。

３歴史研究室においては，考古及び史跡に関す

る調査研究を行ない，並びにその結果の公表を

行なう。

（平城宮跡発掘調査部の７室及び事務）

第127条平城宮跡発掘調査部に，考古第１調査

室，考古第２調査室，考古第３調査室，遺構調

査室，計測修景調査室，史料調査室及び飛鳥藤

原宮跡調査室を置く。

２前項の各室（飛鳥藤原宮跡調査室を除く）に

おいては，平城宮跡に関し，次項から第６項ま

でに定める事務を処理するほか，その発掘を行

なう。

３考古第１調査室，考古第２調査室及び考古第

３調査室においては，別に定めるところにより

分担して，遺物（木簡を除く）の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

４遺椎調査室においては，遺構の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

５計測修景調査室においては，遺構の計測及び

修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行なう。

６史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行なう。

７飛鳥藤原宮跡調査室においては，飛鳥藤原宮

跡の発掘，遺織及び遺物の保存整理及び調査研

究並びにこれらの結果の公表を行なう。

１
リ

－６０－

文部省設置法施行規則抜幸

昭和28年１月13日文部省令2号,追加昭和43年６月15日

文部省令20号,昭和45年４月17日文部省令第11号．

第５章文化庁の附属機関

第４節国立文化財研究所

第２款奈良国立文化財研究所

（所長）

第123条奈良国立文化財研究所に，所長を置く。

２所長は所務を掌理する。

（内部組織）

第124条奈良国立文化財研究所に’庶務課，美

術工芸研究室，建造物研究室及び歴史研究室並

びに平城宮跡発掘調査部を置く。

（庶務課の事務）

第125条庶務課においては’次の事務をつかさ

どる。

１職員の人事に関する事務を処理すること。

２職員の福利厚生に関する事務を処理すること

３公文書類の接受及び公印の管守その他庶務に

関すること。

４経費及び収入の予算，決算その他会計に関す

る事務を処理すること。

５行政財産及び物品の管理に関する事務を処理

すること。

６平城宮跡の遺構及び遺物の保全のための警備

に関すること。

７庁内の取締りに関すること。

８前各号に掲げるもののほか，他の所掌に屈し

ない事務を処理すること。

（美術工芸研究室等の事務）

第126条美術工芸研究室においては，絵画，彫

刻，工芸品，書跡，その他建造物以外の有形叉

職員（1973年12月20日現在）
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平城庶務

､ド城図ハ:資料

平城公開

平城庁務
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研究補佐員

文部雲技官

文部技官
文部技官

文部技官

淵 査 員

文部技富

文部技1.『

文部技官

文部技営

文部技宮

文部技浦

文部･技官
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文部技官

主根 本栄夫文部事務官課長

広瀬二朗文部事務官課長補佐
坂口義尚文部事務官経理係長

加藤建夫文部事務官

会西田健三文部事務篇（併任）
山下久子事務補佐員

細川純子事務補佐員

大坪伴子事務補佐員

吉田和子蕊務補佐員

前川重子事務補佐員

計日高参夫文部事務官用度係長
沖村重則文部事務官

中西建夫文部技官

飯田信男文部技官

松石清子事務補佐員
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